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令和６年度信州防災アプリ広報業務
補足説明資料

長野県危機管理防災課防災係
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信州防災アプリ（R3.10.8リリース）

特徴
●TOP画面に情報を集約し、
直感的に操作可能

⇒ハザードマップや避難場所等を
画面切替えせずに即表示

●私の避難計画（マイ・タイム
ライン）を簡単に作れる

⇒７つのステップで簡単作成
LINEやメールで家族と共有

●避難情報をプッシュ通知、
避難計画を自動表示

⇒避難先、やるべきことを確認し、
逃げ遅れゼロへ！



TOP画面に情報を集約し、直感的に操作可能

河川カメラ、水位計 等

各ハザードマップ

私の避難計画
（マイ・タイムライン）
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土砂災害の危険区域
（土石流）

洪水浸水想定区域
（想定最大規模）

家屋倒壊等氾濫想定区域
（氾濫流）

ハザードマップで、氾濫や土砂災害の危険度を表示
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河川カメラ等へ簡単にアクセス
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避難先の情報もワンタッチで確認
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避難開始場所を指定 危険度を自動表示

「私の避難計画」を誰でも簡単に作れる
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私や家族の避難先を自動表示 避難行動を記入・選択
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私の避難計画完成！



避難情報をプッシュ通知
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TOP画面に避難計画等をポップアップ

私の避難計画を表示
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信州防災手帳
防災の基本知識をわかりやすく解説

防災知識を気軽に学べる
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防災クイズ
風水害、地震、火山、その他 の４分野
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防災コラム
500字程度で、１～２分で読める分量



利用者自身でいつでも追加可能

最初から登録されているHP

情報収集のためのリンク集
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アプリの現状

累計インストール数：35,264（R6.2末現在）

（参考）令和６年２月の状況

ほぼ半々

男性がやや多い
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アプリの現状

（参考）令和６年２月の状況

若い世代の
インストールが少ない
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課題と令和６年度の構想

・若い世代に向けた広報
→ LINEやTVerなどのツールの活用

・これまでの広報で効果が高かったツールの継続活用
→ 検索広告、アプリ広告、TV番組

・県政出前講座・県庁見学等でのチラシ配布
・企業・学校等へのPR（既存ポスターの配布） など

■課題

・認知度が低い
R4.11の県政モニターアンケートでは、インストールしていない人が約９割

・若い世代のインストールが少ない
40代以上に比べ、20～30代のインストール数が伸び悩み

■令和6年度の構想

業務委託により実施する内容（提案を求める内容）

R5広告デザイン例

※上記以外の広報ツールの提案も可

その他当課が実施する内容（予算措置なし）
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過去の質問

Q1. 市町村や消防、警察、自治会等への協力依頼は可能？
市町村、消防、警察には県から依頼することが可能です。
自治会については、数が膨大であり依頼が難しい状況です。

Q2. アプリのアクセス解析のSDKは何を使用しているのか？
アプリ開発業者独自のものを使用しています。

Q3. 事業主体を「共同企業体」として実施することは可能？
可能です。

Q4. 業務の一部を再委託することは可能？
可能ですが、事前に県の承諾を得る必要があります。
※再委託や企画協力の予定がある場合は、
企画書に記載してください。

Q5. 防災ダックを使用することは可能？
可能です。県のキャラクターであることを明記してください。

防災ダック


